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いつまでも学び続けたい

放
送
大
学
学
習
セ
ン
夕
ー

平
成
5
年
4
月
開
校

二

生
涯
学
び
続
け
た
い
」そ
ん
な
想
い
を
大

切
に
す
る
人
が
増
え
、生
涯
学
習
の
輪
が
、今
、

足
立
に
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
「
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
足
立
区
」
に

待
望
の
大
学
、
放
送
大
学
の
学
習
セ
ン
タ
ー
誘

致
が
つ
い
に
決
定
。
文
京
、
世
田
谷
に
続
く
、

都
内
で
3
番
目
の
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
東

部
区
民
ホ
ー
ル
等
の
施
設
に
開
設
し
ま
す

。
開

校
は
、
平
成
5
年
4
月
の
予
定
。
よ
り
高
度
な

学
習
が
身
近
か
で
学
べ
る
日
も
間
近
か
で
す
。

放
送
大
学
と
は

放
送
大
学
は
、
人
々
の
多
様

化
した
学
習
意
歙
に
石
咒
ぶ
つ

と
昭
和
6
0年
に
開
校
。
文
部
省

な
ぐ
恚
心
に
、
国
が
全
額
出

資
い
た
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

大
学
で
す
。
現
在
約
3
万
5
千

人
の
方
が
学
ん
で
い
ネ
罵

□
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
学

習
で
き
ま
す

テ
レ
ビ
(
U
H
F
)
と
ラ
ジ

オ
(
F
M
)
に
よ
る
放
送
授
業

が
中
心
で
す
。

□
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す

▽
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
方
は
全

科
履
修
生
コ
ー
ス
を

こ
の
コ
ー
ス
は
高
等
学
校
卒

業
等
9
(
学
入
嘗
昜
が
必
要

で
す
。4
年
以
上
在
学
し
、1
2
4

単
位
以
上
取
忝
と
教
養
学
士
の

学
位
が
夛
侃
ま
す
。

▽
広
く
教
養
を
身
に
つ
け
た
い

方
は
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修

生
コ
ー
ス
を

選
科
履
修
王
は
1
年
間
、
科

目
履
修
缶
は
1
ヵ
月
在
学
す
る

コ
ー
ス
で
す
。冫
尽
も
学
び

た
い
科
目
を
選
ん
で
学
習
す
る

も
の
で
、1
8歳
以
上
の
万
な
ら

誰
で
も
入
学
で
堂
紊

。

こ
の
ぶ
っ
に
放
送
大
学
は
、

翳
澎
痔
っ
て
ぃ
や
(
も
、
主

婦
の
人
も
、
学
び
た
い
人
が
目

由
に
学
べ
る
大
学
な
の
で
す
。

□
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
毟
ふ
仲

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
広

場
で
す

学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
面
接

授
業
や
実
験
、
単
位
認
定
試
験

が
行
p
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生

同
志
が
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で

交
流
蠢
迂
聚
遯
所
と
な
り
ま

す
。誘

致
決
定

ま
で
の
あ
ゆ
み

隘

にほ

。
昭
和
5
3年
策
定
の

基
本
構
想
で

「
高
等
教
育
機
関
{

浙

致
こ

冨

吁

、
以
来
生
涯

学
習
の
推
進
と
戸
石
に

、
重
点

課
題
と
し
て
取
ひ
組
ん
了

菫

し
た

。

昭
和
6
3年
に
は
、
文
部
省
か

ら
「
生
涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
」

の
指
定
夲
受

け
、
名
実
と

も
に

生
涯
学
習
聚
屡
荼
灸

罍
市
と

な
り
ま
し
だ

。
同
年
か
ら
放
送

大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
の
足
立
区

へ
の
誘
訖
妥
請
を
開
始
。
3
ヵ

年
夲
通
し
て
の
働
胃
か
諮
筴

り
、
平
成
3
年
1
2月
、
誘
致
が

決
定
し
ま
し
ち

東
部
区
民

ホ
ー
ル
等
の

施
設
に
開
設

現
在
の
東
部
区
民
ホ
ー
ル
等

の
施
設
(
東
綾
瀬
1
-
5
-
1
7
)

金

壷
孳

習
の
拠
点
と
し
て
改

修
し
、
こ
こ
に
放
送
大
学
学
習

セ
ン
タ
士

気

貶
F
¥

チ

。
こ

の
場
所
は
梭
瀬
駅
か
ら
徒
歩
3

分
の
好
立
地
に
あ
り

、
通
学
に

も
便
利
な
場
所
で
す
。

ま
た
将
来
は

。
千
住
地
区
に

建
設
予
定
の
「(
仮
称
)
足
立
区

生
涯
学
習
燮
-
セ
ン
タ
ー
」
に

こ
の
学
習
セ
ン
タ
ー
を
移
転

し
、
充
実
さ
せ
て
い
き
康
司

皆
さ
ん
の

学
習
セ
ン
タ
ー
に

区
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の

区
民
の
皆
さ
ん
が
放
俟
天
学
で

学
べ
る
ぷ
っ
、
大
学
な
醤
匸

て
ぃ
き
里
E
ぷ
卮

、
地
域
に

開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、
公
開

講
座
の
開
催
や
、
大
学
の
教
育

施
設
・
設
備
の
活
用
に
取
り
組

ん
で
ぃ
空
専

。

は
じ
め
る
こ
と

が
は
じ
ま
り

放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
4
年
1
0月
に
、
改
修

後
の
東
部
区
民
ホ
ー
ル
等
の
施

設
内
に
大
学
事
務
字
函
設
置
。

平
成
5
年
↓
月
か
ら
開
校
す
る

予
定
で
す
。

「
何
か
始
め
た
い
」、「
毒

縋

強
し
て
み
ぷ
冫
か
」
、と
思
っ
て

い
る
4
5
な
た
、
蓚

笑

学
学
習

セ
ン
タ
ー
9

笠

区
開
校
を
櫪

に
、
生
涯
学
習
へ
の
一
歩
か
蹈

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

。
は
じ

め
る
こ
と
が
、は
9

丙

で

瓦

く
ゎ
し
く
は
、
本
庁

舎

宇

住
)
・
生
涯
教
育
推
進
苧

計
画

係

　
(
3

肖
2
)
1
1
1

ゐ

へ

放
送
大
学
に
っ
い
て
の
お
問
合

せ
は

放
送
大
学

　
0
4
7
2
(
7
6
)
?
1
1

㈹
へ

放送大学の学習システム

宿
泊
施
設
の
受
付
が

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

6
月
利
用
分

申
し
込
み
か
ら

こ
の
4
月
か
ら
、
区
の
宿

泊
施
設
の
申
し
込
み
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

公
社
の
各
施
設
(
燮

冥

ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
ブ
ロ
ッ
ク

セ
ン
タ
ー
等
)
で
行
い
ま
す
。

申
込
方
法

(
1
)
陬
込
専
用
(
ガ
キ
を
購
入

し

、必
要
事
項
を
記
入
し
て

、

公
社
施
設
の
窓
口
へ
郵
送
、

毒

ぽ

直
接
お
持
ち
ぐ
だ
さ

い

。

(
2
)
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
描

選
受
行
い
、
結
果
は
(

ガ
キ

で
通
知
し
ま
す
。

(
3
)
暹
父
屶
:
当
選
(
ガ

キ
盒

簒

し
て

、
最
寄
り
の

公
社
窓
口
で
料
金

置
一
い
込

ん
で

夊
だ
さ
い

。

(
4
)
蚕
甼
空
き
部
屋
待
ち
の

方
…
第
蓋

蘊

日
か
ら

、「
あ

い
ネ
ッ
ト
2
1
」
で
予
約
を
受

け
忖
卩

遂
す

。
ま
た
、
第

ざ
金
曜
日
か
ら
は
、
電
話
に

よ
る
受
け
付
け
も
行
い
ま

す
。
予
約
後
、3
日
間
の
う

ち
に
最
寄
り
の
公
社
窓
口
で

料
金

狸
一い
込
ん
で
ぐ
だ
さ

い
。

※
申
し
込
み

専
用
(

ガ
キ

は
、
各
公
社
施
設
で
3
月
1

日
か
昏
歇
売
し
串
罵
L

枚
4
0

円
で
す
。

6
月
利
用
分
か
ヽ
ヴ
変
更
に
　

(
ガ
キ
の
甲
込
期
間
は
、

6
月
利
用
分
…
4
月
1
1
1
0

日
、7
月
利
用
分
…
5
月
―

～
1
0
日
。
前
々
月
の
I
～
1
0

日
ま
で
が
申
込
期
間
で
罵

問
合
せ
先
・
保
養
所
受
付
方

法
の
変
更
に
つ
い
て
…
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
公
社

(
5
6
8
6
)
2
5
0
0

、佃
盜
高
原
あ
だ
ち
荘
…
中

央
本
町
筐
7

国
民
健
康

保
険
課
庶
務
係

(
3
a
o
)
5
1
2
1

湯
河
原
あ
だ
ち
荘
…
中
央

本
町
庁
舎

ふ

活
経
済
課

区
民
生
活
係

(
3
8
)
5
1
7
1

上
総
湊
健
康
学
園

、日
光

、

塩
原
林
間
学
園
↓

庁

舎

♀

住
)
・
校
外
学
園
係

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
…
本
2

に

♀

住
)
・
体
育
管
理
係

本
庁
舎
(
千
住
)
は
い
ず

れ
も

　
(
3
8
8
2
)
　
1
1
1
1

㈹

※
鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
了
・
a
月

利
用
分
の
甲
し
込
み
は
、
体

育
課
で
行
い
ホ
罵

便
利
で
す
、
あ
い
ネ

。
卜
2
1

「あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」存
局

用
す
れ
ば
、自
宅
か
ら
宿
泊

施
設
の
?
盲
部
屋
状
況
が
確

認
で
き
、予
約
が
で
重
車
焉

足
立
区
で
は
、「
あ
い
ネ
ッ

ト
隰

の
端
末
機
を
製
尼

限
り
、
無
料
恆
皿いして
い
ま

す
。加

入
料
(
1
万
5
千
円
)

は
区
が
助
成
、リ
ー
ス
料
(
月

額
千
5
0
0円)
も
サ
ー
ビ
ス
し

ま
す
。
あ
な
た
も
こ
の
攣
会

に
、「
あ
い
ネ
ッ
ト
召
の
仲

間
に
入
り
ま
せ
ん
か
?
申
込

用
紙
は
区
役
所
広
報
課
を
ほ

じ
の
、
各
公
社
施
設
に
あ
り

求
罵

あ
い
ネ
ッ
ト
2
1に
つ
い
て
は

杰
2
:
二
千
住
)
・
広
報
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
へ
。

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

「
リ
ブ
・
イ
ン
(
く
ら
し
の
便
利
帳
)
」

区
で
は
「
リ
ブ
ーイ
ン
(
く

ら
し
の
便
利
帳
)
」を
1
年
お

き
に
発
行
し
、
区
内
の
全
世

帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

リ
ブ

ー
イ
ン
は

、
区
の
仕

事
や
施
否
な
ど

、
暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
夲
満
載
。
9
月

卜
荀
の
発
行
予
定
で
す
。

こ
の
中
に
、
企
業
な
ど
の

広
告
を
有
料
で

掲
載
し
ま

す

。
ご
希
望
の
万
ば
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

蛋

属

載
茘
渾

▽
掲
載
ベ
ー
シ
ー
:表
2

・

3
・
4
(

裏
表
紙
)
お
よ

び
本
文
中
の
指
定
ペ
ー

ジ
。
希
望
の
ペ
ー
ジ
が
重

梅
じ
た
場
合
は
、
調
整
の

う
凡
掲
載

▽
本
誌
サ
イ
ズ
…
Å
4

版
、

本
文
1
2
0ペ
ー
ジ
(
予
定
)

▽
規
格
、
掲
載
料
…
表
1

の

と
お
り

▽
希
望
の
方
に
は

、
実
費
で

版
下
を
作
成
匚
蚤

す

瘁

ん
騨

果

文
と
同
負

色

は
禾
定
で
圓

掲
載
で
き
な
い
も
の

▽
リ
ブ
ーイ
ン
の
公
共
性
、

そ
の
品
位
を
想
フ
お
そ
れ

の
あ
忝
も
の

マ
屡
営
業
等
の
規
制
お
よ

び
業
務
の
適
正
化
等
に
関

宮
左
樺
第
2
条
に
掲
げ

る
営
業
に
該
当
す
る
も
の

▽
政
治
活
動
、宗
教
活
動
、

意
見
広
告
、
個
人
宣
伝
に

か
か
わ
る
も
の

▽
そ
の
他
リ
ブ
ー
イ
ン
に
掲

熬
灸
澀
告
と
し
て
妥
当

で
な
い
も
の

発
行
予
定
部
数
2
8
万
部

申
込
方
法

広
報
課
所
定
の

申
込
用
紙
に
記
入
の
う
兄

郵
膳
弄
ほ
直
認
否
へ

申
込
期
限
3

月
3
1日
消
印

在
効

申
込
・
問
合
せ
先

本
阡
舎

♀
住
)
・
広
報
課

〒
1
2
0
千
住
―
-
4
1
1
8
　

　
(
a
8
2
)
I
I
　
I

㈹

表1　 掲載広告の規格・掲載料2 月15日号 おもな内 容

ポ
テ
ト
通
信

(
2
)
～
(
5

)
面

・
常
磐
新
線
と
ま
ち
づ
く
り

(
2
)
(
3

)
面

・
夢
を
は
こ
ぶ
常
磐
新
線

(
4
)
(
5

)
面

み
ん
な
の
健
康
/
く
ら
し
の

情
報
/
ひ
ろ
ば
・
掲
示
板(

6
)
(
7

)
面

ま
ち
か
ど
通
信

(
8
)
面
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常磐新線と まちづくり P
O

T E T O
ぽ てと

ハイ ポテンシャル タウン　あだち

POTETO は、hi gh ・POTEnt i al ・TOwn(
ハイ・ポテンシャル ・タウン: 将来性あるまち)
の略称
POTETO( ぽてと) を合言葉によりよいまちづ
くり を推進しましよう。

常
磐
新
線
の
計
画
と
概
要

常
磐
新
線
の
整
備
が

、
昭
和
6
0

誓
に
月
に
迅
暫
曁

帚

単
会

か
瓦
呑
甲
さ
れ
て
以
来

、
関
係

聖

衣

兵

団
侭
な
5

跏

線
の

実
狠

裏
哭

し

て
耋
F

雇

。

平
虞
元
年
1
月
に
「
夲
式

法
」

が
成
立
し

、
平
成
3
年
3
月
に

は

、
整
備
吊
床
と
し
て

「
首
都

圏
新
都
市
鉄
還
株
式
会
社
」
が

宍

肖

そ
し
て

、
平
既
3
年
―
月
3
0

日
に
里

示
都
、
埼
玉
県

。
千
葉

県

、茨
城
県
の
各
知
變

笘

「
基

本
計
胛

が
迦
輸
省

、
刄
泯
省
、

亘

署

に
申
請
さ
れ
、
同
年
1
0

月
2
3
E
に
丞
罷
さ
れ
ま
レ
た
。

こ
の
『
基
本
計
胛

に
荼
う

い
て
丶

首
都
圏

新
都
市
鉄
逎
棟

式
会
社
が
運
輸

圭壑

輦

稟
免
許

の
申

請
を

行

い

、
本
年
の
L

月
1
0
E
に
事
業

宍肖

足立区における
取組み

足
立
区
に
お

い
て
は

、
常
磐

新
線
Q
早
期
実

珥
に
向
け
て

常
磐
新
慳

蜃
-

黔
哂
吸
1
2

市

区
町
傴

う

く

っ
た
常
磐
新
線

罌

駝

進
都
市

迎
絡
協
原
蕀
や
千
代
田
区

、
台

東
区
、
荒
川
区
と
共
に
結
虞
し

た
常
楹
薪

悒

翩

纂
咄

区
対
策
-

勣
を
顧
極
的
に
口
っ
ア
胃
豕
じ

た

。現
在
は

、
沿
線
開
発
調
査
な

ぶ

冥

種

調
蚕
g

口
っ
刄

新
-

づ

く
9

茎

珀
首
{
だ

め
に

、
関

係
機
関
と
騨
覇
麥
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で

す
。

常
磐
新
線
の
建
設

費
は
約
8
千
億
円

常
磐
新

線
の
総
建
設

費
は

、

約
8
千
億
円
で

。
沿
楾
咀

尿

等
に
ふ

岔
W

金

、
無
利
子
貸

付
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
ま

す

。足
立
区
で

ほ
、
首
乱

圏
新
都

巾
鉄
道
脾
に
、
平
脊

糸

度
に
5

千
万
『3

年
澪

に
は
3
隱
6

千
旦

礬

岡

の
出
資
を
し
て

い
ホ
ヂ

。

き
り
に

、『
東
京
罟

笠

区
舎

人
新
楾
・
常
磐
新
線
建
設
胥
金

積
立
曼

案

例
』
に
慕
う
弌

自

作

平
呎
a
年
忝

徑

約
7
7億
円
を

積
み
立
て
て
い
掌
歹
。

一
友

国
で
は
漂
畍
亰

平

虞
4
思

蓆

鼻
に
お
い
刄

常

磐
斯
線
に
対
霍

涙

讌

橸

基

金
の
無
利
子
貸
付
と
し
刄

約

～

～

嗄

保
し
た

夂

屬

簀

が
杤
れ
て
い
ホ
T

。

常
磐
新

線
を
早

期
に
実
現

し

、
新
―

―

心
に
沢
し
い
ま

蔔

政

を
つ
く
り
ゑ
吁
て
い
く

た
め
に

、
区
民
の
皆
穴
ん
安

』

吩
力
冫
雲

弓

く
り
へ
の

穆
画

会

話

い
し
豕
す

。

計
画
の
概
要

○

区
關

心
よ
卩
蕗
慳

搜

作
1
1

都
市
　
　
5
8

・
3
㎞

○

設
置
駅
数
　
　
1
9

駅

○

建
設
費
　

約
8

千
像
円

○

開
業
予
定
　

平
成
1
2年

○

事
業
主
体

首
都
圏
新
都
市
鉄
適
株
式

会
社

基
本

計
画
の

概
要
(

東
京
都
)

計
画
路
線

惠
示
都
千
代
田
区
神
田
孤
詞
町

付
振

畧

茨
城
県
つ
ぐ
ぱ
市
吾

妻
一
〒
白
絣
辺

駅
位
置

宋

に代
田
区
神
田
花
岡
町
四
辺

毀

景

区

蘊

草
一
丁

目
付
辺

回

欒

区
浅
草
二
丁
目
付
近

印
荒
川
区
剛
千
住
四
丁
自
付
近

回
豈

区
千
庄
旭
町
仗
乙

呰

笠

区
胃
井
三
丁
自

拑
姐

四

笠

区
(

町
四
丁
目
付
近

整
備
の
目
標
年
次

平
弧

椋

特
定
地
域

特
定
均
蔘
こ
は

、
常
曁

谿

肖

～
I

の
肺
紿
が
徑

裹
¥

箴

の

冫
呉

函
y
。

・

千
代
田
区

・

二
粱

ぼ

・

荒
女

・

足
立
区

住
宅
地
供
給
の
目
標

平
成
擂

蛋

で
に
約
川
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
住
宅
啓
屑
口
7

恚

こ

ぐ
茜

椪

と
し
て
い
ネ
7

。

重
点
地
域

特
定
笳

笊
X

ち

、
こ
の
鉄

道
の
駅
温

恙

範

畧

み

、

鬨
発
に
よ
Q
l

麗

の
宅
w
朗

発
が
壓

蜃
瓦

蠢

箴
で
あ
っ

刄

宅
地
開
発
と
鉄
逎
帑
珊
と

を
一
体
的
に
進
喩
Q
た
め
の
拠

点
と

莎
冨
弑

で
T

。

足
立
区
六
町
地
域

(六
町
一
丁
目

、六
町
二
丁
目

。

六
町
三
丁
目
丶
六
町
四
T
自

、

南
芹
畑

一
丁
白

、
西
加
平
一
丁

目

、
西
加
平
二
T
目
)

*
　
基
本
計
厠
刄

檠

紐

域

で

は
、
駅
鈴
蔗

ヱ

逅

の
周
辺

に
お
い
て

よ
咫
区
図

笳

葷

業

岑
蕷
唖
的
に
実
施
し

、
夲
卮
開

発
と

娶

錣

備
の
推
羃
T

り
こ

と
と
g
れ
て
い
零
歹
。

協
議
会
の
設
置

恵
示
都

、
特
穹
珊

忍

区

、-
4

れ
手
管

。

第
三
セ
ク
タ
ー

の
概
要

首
都
圄
新
都
市
鉄
逎
株
式
会

社
(
濆
I
セ
ク
タ
ー
)
の
概
要

設
立
年
月
日

平
氓
3
年
3
月
1
5
日

会
社
の
目

的

略

掌

笑
法
に
黄

ぞ

第
一

―
資
本
及
び
株
式

W
胛

諱

株
式
数

H
万
2

千
株

口
払
倫

采

5
6億
円

株

主
恵
示
都
、
坎
玉
県
、
千
栗
県
、

茨
城
県
、
千
代
田
区
、
台
東
区
、

荒
川
区
、
足
立
区
、
八
両
市
、

Ξ
郷
市
、
硫
山
市
、
柏
市
、
守

谷
町

伊
奈
町

谷
和
原
村
、

つ
ぐ
幤

「
宅
鉄
法
」
と
は

名

称

「
大
都
市
地
域
に
芻
9

忝

瓸

開
辰

甲
ひ

苟

糴

胥
の
一
体

的
推
進
に

関
す
る

特
別

措
置

法
」
の
略
禦

手

。
長
く
て
寛

え
に
く
い
の
で

「
宅
默
法
」
と

呼
ん
で
い
圭
J

。

目

的
新
し
い
懃

珮
が
で
胃
番

左

で

峇
果
畄

咾

地
の
供
給
が
促

脣

岳

頁

活

再

螽

域

に

、
宅
地
の
開
藐

槃
癶

妖

道

匹
橋
を
一
体
的
に
瑯
9

だ

め

忸

吁

ら
れ

蛋

褌

で
7
。

大
量
9

ま
冠
{
畄

畄
な
弭

～

～
l

備
が
図

る
冫

辰
丶

大
都
市
池

域
に

芻
け
る
住
民
の
怎

茫
の
向
-

展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
m
と

し
て
い
本
罵

冐

芒
い
。
{と

、
住
宅
徊
こ

鉄
淤
蓍

一
緒
に
整
備
し
よ
ら
と

い

う
法
律
で
歹
。

常
磐
新
線

が
で
き
る
と

常
磐
線
の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
ま

す
。J

R
常
磐
樟
は
、
百
都
圏
の

中
で
叭
混

雑
の
澂
じ
い

戀

忿

な
っ
て
い
ネ
罵

常
置

谿

は
こ
の
苟

鷺

分

枳
口
、
混
羅

の
碩
和
に
杢

耳

貢

献
に
¥
チ

。

大

量
の
宅
地
が
開

発
さ
れ
ま

す
。沿

線
地
域
は
、
他
の
地
苓
と

比
べ
多
く
の
閲
恥
可

能
芯
を
袍

え
で

い
ホ
T

。

常
置

谿

は
。
旧
線
開
発
と

鉄
道
誕

窖

一
体
煦

計
回
的

に
推
警

束

罵

大
阮
涅

喝

多
照

矼

給
が
可
咄
こ
な

旦

手

。

地
域
が
活
性
化
し
ま
す

足
立
区
北
東
部
に
は
鉄
'
忝

な

か
っ
た
た
め
、
バ
ス
や
自
転

印

な
ど
で

竹
の
罹
駅
・
綾
瀬

駅
・
五
反
野
駅
等
に
で
て
い
ま

し

馬

常
置

谿

は
、
足
立
区

内
に
J
駅
(

千
庄
旭
町
付
濺

胥
井
三
丁
且

誤

こ
(

町
四
丁

目
付
g

を
罸
回
し
て
お
り
、

便
利
に
な
9

季
y
。
ま

た
、
新

駅
周
辺
が
地
楓
拠
点
や
地
区
の

螟

葺

石

、
地
域
が
卮
性
化
し

ま
罵

常
磐
新
線
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

常磐新線の経緯
昭和60 年7 月　 運輸政策審講会答申第7 号により、

常磐新線の整備が答申される。
平成元年9 月　 「大都市地域における宅地開発およ

ぴ鉄道整備の一 体的推進に関する特
別措置法」( 通称「宅 鉄法」) の施行

平成3 年3 月　 「首都圏新都市鉄道株式会社」の設
立

平成3 年4 月　 「鉄道整備基金法」の公布
平成3 年9 月　 「基本計回」の 承認申請
平成3 年10 月　 「基本計画亅 の 承認
平成3 年10 月　 「鉄道事業免許」の申請
平成4 年1 月　 「鉄道事業免許」の取得

土
地
利
用
構
想
を
さ
ら
に
充
実

都
市
圏
と
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

区
で
は
?ひ
廴
差
呑
袰
望

し
、区
民
の
舌
弌
ん
昏
髻
蚕

え
て

、
基
本
構
想
の
見
原
に
卷

進
め
て
お
n
乖
歹

。

こ
の
暁
『

中
間
の
豕
な
の

が
出
声

処

。

こ
の
見
既
し
に
あ
た
っ
て

ほ

趾

猖

仞

頭
に
向
か
つ
刄

国

際
政
治
刄

箭

・
環
桷
問
題
に

垈

哭

れ

る
ぶ
7
な
、
地
球
レ

ベ
ル

、
怛
鬧
レ

ベ
ル
の
翻
流
を

塵
顫
に
お
い
て

、
「
私
石
」か
ら

「
こ
こ
ろ
」
へ
と
新
硴

諭
磑

観
を
つ
く
具

名

夕

管
る
も

の
で

瓦

こ
戸

処

両
両
y
瓱

域
社
会

に
お
け
る
課
聊
忽

吟

刄

基

本
構
架

冢

禾

理
念
(
表
L
忝

照
)
齢
譱

定
し

、
足
立
区
の
将

釆
像
の
器

芦
尚

け
て

、
三
つ

の
展
開
を
提
案
し
て
お
り
ま

す

。
そ
の

体
系
の
『
も

「
ホ
茗

づ
く
p

に
閼
9
9

分
野
は
表
2

の
芦
お

り
で
す

。

ニ

哇
は
↓

心

柱
が
棊
本
に

な
っ
て
お
り
、
見
鳫
し
に
あ
た

っ
ア
ほ

。
従
来
か
ら
の
土
地
利

用
穉
饗
哭

乙

に
充
実
霈
晋

、

併
廿
で

蚕

弓

く
り
へ
の
課
題

奎

娶

じ
て
い
ま
す
。

と
阿
わ
け

、
交
遊
網

・
倩
報

基
偃
l

甜

じ

、
足
立
区
豪
甲

・
-
X
A
J
し
た
都
心
肺
ぷ
膏

地
の

広
域
都
市
圏
を
砧

ぶ
不
ツ
ト
ワ

ー
ク
構
想
や
、
区
内
西
部
・
北

東
部
屋

完

に
貫
く
鉄
逎
や

、

新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
又
通
粕
祭

備
に
は

、
こ
の
均
域
の
区
民
の

彁
豕
ん
か
ら

、
大
耆
な
期
待
が

寄
せ
5

れ
て
お
り
豕
す

。

常磐新線予定路線概略図

基本構想とは

区
に
は
、
基
本
計
画
や
実
施
計
画
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
が
あ
り
ま
す
。
基
本
構
想
は
、
区
が
総
合
的

、計
画
的
に
行
政
を
行
う
た
め
、こ
う
し
た
計
画
の
お

お
も
と
に
な
る
も
の
と
し
て
定
め
る
も
の
で
す
。

区
の
将
来
像
、そ
の
実
現
の
た
め
の
施
策
な
ど
、区

議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
ま
す
。

( 表1) 　 基本構想の構成

<将 来 像>

<3 つ の 展 開>

計画の体系

( 表2) 　 まちづくり施策の大綱

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

区
内
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
区
民

の
皆
さ
ん
の
意
見
や

、
地
域
の

動
向
な
ど
の

情
報
を
伝
え
る

役
割
を
し
て
い
る
「
ま
ち
つ
く

り
推
進
委
貝
」
と
そ

れ
ぞ
れ

の
専
門
的
な
立
場
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
役
目
の
『
ま
ち

づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
コ

の

皆
さ
ん
を
8

月
1
5
日
に
続
い
て

ご
紹
介
し
ま
す

。(

敬
称

略
)

①
は
郵
便
番
号

②
は
住
所

北條隆司

害
1
2
0
②
千
庄
河
原
町
1
2
-
2

松本 捷三

①
1
2
0

②
千
佳
大
川
町
5
0
-
1
1

岩瀬親廣

①
」y
l

②
千
住
重
出
町
1
0
-中 村隆 夫

①
ト
ー

冰

江

北
4
-
3
1
-
2
7大久保幸治

甲

ぷ
i

羮

新
田
3
-
2
1
-
2
2榎 本晴夫

①
」
y
y

②
陬
l
-
1
2
-
8

山崎 市造

①
L
I
冰
西
暫
刄
町
ひ
-
H
-
1
7

海老原省三

①
1
1
J

②
関
愿
J
-
4
3
-
1
7岡村 重好

①
1
2
0

②
西
綾
瀬
3

心
『古 庄　 長

①
L
t
a

②
中
央
ぷ
町
1

力上原 留 治

①
1
冫
け
②
東
和
2
-
9
-
4

鈴 木 一 男

①
l
l
瀕
葷
和
4
1
9
-
2
0

遠山 甚蔵

①
L
X

恚

平
野
3
-
9
-
1
6青木 正 夫

①
L
冫
卜
②
箔
―
-
4
-
3
3鈴木俊夫

J
1
2
1

②
南
花
畑
5
-
1
8
-
1
2

市 橋和 男

①
F
2
L

②
島
根
4
-
1
-
1
5清水 正 雄

①
1
2
3

②
西
新
井
1
-
2
3
-薊　 文 雄

①
1
2
1

②
伊
興
町
前
沼
1
4鯨井　博

①
1
2
1

②
伊
興
町
前
沼
1
2
4
5

ま
ち
づ
く
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

(
敬
称
略
)

①
は
専
門
分
野

②
は
電
話
番
号

今井 孝之

①
都
市
計
回
②
(
3
2
3
4
)
1
6
5
1

田島利 夫

①
都
市
計
画
②
(
3
3
5
7
)

自

半谷良 男

①
建
築
②
(
3
8
2
7
)
6
6
1

中島 勝 正

①
税
務
会
計
②
(
3
8
8
7
)
3
9
6
0

北岡　 隆

①
税
務
会
計
②
(
3
8
8
6
)
5
1
8
1

野 田　 保

∞
不
助
産
鑑
定
②
(
3
2
5
2
)
8
4
1

牛込 和久

①
建
築
②
(
3
8
4
9
)
0
7

斎藤智 司

①
建
築
②
(
3
9
1
2
)
4
4
9
7

高僑榮 甫

①
建
築
②
(
3
8
5
8
)
9
2
2
1

増田二郎

①
建
築
②
(
3
8
5
2
)
6
6
1

村田有利

J
建
築
②
(
3
8
8
2
T
2

～

藤波　 孝

①
建
築
②
(
3
8
5
3
)
7
3

～

田中敏夫

①
土
地
冢
屋
②
(
3
8
4
9
)
9
1

白 土徳 一

①
建
築
②
(
3
8
4
9
)
6
5

高 僑 藤 男

①
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夢 を は こ ぶ
常 磐 新 線

待
望
の
常
磐
新
線
が
実
現
に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

足
立
区
内
に
は
、
北
千
住
二
青
井
、
六
町
地
区
に
新
駅
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
千
住
で
は
、西
口
再
開
発
な
ど
の
街
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、さ
ら
に
北
千
住

の
新
し
い
心
メ
ー
ジ
を
ア
ピ
ー
し
す
る
た
め
「
北
千
住
C
-

」も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
井
地
区
で
は
、
都
営
住
宅
を
含
め
た
新
駅
に
ふ
さ
わ
し
い
街
づ
く
り
の
計
画
が
あ

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
六
町
地
区
で
は
土
地
区
画
整
理
に
よ
り
、
大
き
な
範
囲
で
の
、
駅
前
広
場

を
中
心
と
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
常
磐
新
線
の
駅
設
置

が
予
定
さ
れ
て
い
る
3
つ
の
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

住
宅
や
工
場
と
の
調
和
を

六町地区のまちづくり

常
釁

籐

の

計
画
に
ぶ
り
、

足
又
区
の
北
東

部
地
区
と
夥
心

部
が
結
ぱ
れ
交

通
が
便
利
婬

ひ

豕
す

。ま

秡

苳

ぷ

女

じ

た
忌

概
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
ぃ

李
歹
。

こ
・
p
姙

中
で

、
同
座
(
町

地
区
へ
の

鏨

賢

誣

お

甘
で

譽

弓

く
愆
萋

萼
9

左

に

な
q
r

だ

。

こ
の
地
区
は

、
土
地
改
良
事

菻
が
以
前
お
必

ろ

れ
て
ぃ
る

も
の
の

。
道
路

、
公
園
多

盜

共
屡

硲

爾

が
十
分

で
は
ゐ
ひ

ま
せ
ん

。
し
か
も
里
農
ど
工
場

が
混
在
し
て
お
り

、
こ
の
ま
ま

刄

腮

災
ぷ

氣

葆

蛋

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
炙
。
さ

ら
に

、
こ
の
区
域
は

「
土
地
区

医
瓢

箪

暴

富
斉

子

べ
き
区

域
と
し
て
丶
昭
和
4
4年
に
都
市

計
圃
戻

寉
し
て
お
り

、
良
好
な

集

謖

賚
・
憲

猩

の
確

保

圭

と
な
っ
て
い
家
尻

そ
こ
刄

区
は

、
覯
区
の
皆

麌
圦

硲

甼

穿

て

麥

号

く
9

″還

蛍

だ

め
、
窖

弓

く
口

酊
画
案
(
た
た
き
台
)
を

捉
案
し

、
そ
の
説
明
9

函

年
a

月
に
実
鳫
し
ま
し
た

。

そ
の
内
容
は

、
常
斡
薪

線
の

誘
致
に
冫

ぷ

っ
双

系

剩

辺
の
都
市
施
設
の
略
胥
や
住
・

エ
か
冫
ひ
に
融
和
す
る
w
餮
弓

く
n
な
こ
丶
区
の
尹

叭

拠
点

と
し
刄

同
業
・
又
化
・
業
務
機

壟

畄
唇

落

石

湫

で

歹
。

都
市
の
驅
刀
と

「
活
力
名
石

ま

ち
」・
安
全
で

水
と
緑
の
あ
る

ご
つ
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
」・

住
宅
と
工
場
や
晨
地
等
の
生
産

霆

戮

踟
和
し
て
十
珊

の
有
勁

利
園

函

っ
た

蜃

鉛

葷

ち

づ
5

」
蓍
沃

東

司

貝
体
的
に

墜

或

区
邵

涌

事
杲
聚
甲
朏

じ

て
各
霑

君

づ
く
ひ
一

覃

召

わ
せ
て

仁
う

ぶ
2

恩
冬
し
て
ぃ
ま
す

。

区
固
穃
犀
ほ

常
磐
夢
躁

の
討

囮
に
合
わ
せ
て

、
ま
5
g

評
し

ま

、
―

査
に
Å

っ
て
ぃ
ま
す
。
ま

た
、
令
豚
の

妻

弓

く
p

瑟
爭
萋
唇
{

だ

め

。
皆
齏
心
の
茆
に
荅
い
の
場

と
し
て

「
ま
ち
づ
く
り
廼
区
連

絡
会
」
を
つ
く
る

準
備
祁
現
在

進
め
て
ぃ
惠
J

。

「
緑
あ
る
う
つ
く
し
い
町
を

」

―
東
島
根
中
の
生
徒
に
聞
く
―

六
町
に
齢
宙

叭

の
区
立
東

島
根
中
学
校
1
年
生
の
倉
谷

諏

忝
と
新
山
田
叨

刄

刄

に

ヱ
(

町
の
蚕

っ
づ
く
り

を
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か

″
を
7

か
が

い
ホ
C

弓

～

～

眺
め

な
か
ら
ふ
葱
簒
ほ

「
常
磐

新
線
が
I
(町

蓬

哭
冫
7

に
な

ス
と

。
欅
莉
に
な

卮

命

、
ピ

ル
が
窟
石

菻
ぞ

弯

吃

な
っ
て

に
¥
宅
だ

喩

縁
が
少
な
ぐ
、

殺
畳

な

萋
S

な

っ
て
し
ま

う
。
」
そ
の

な
め
に
は
「
こ
れ
か

ら
の
蚕

号

く
り
刄

公
図
等

の
目
然
と

胆
れ
合
冫

と

の
で
4

る
ス
ペ
ー
ス
が
、
所
々
に
あ

っ
た
方
か

良
い
」
と
鋭
い
指
摘

奔

只
茅

ら
、
は

鳶
ほ

霽
こ
語

っ
て
く
れ
ま
い
尽

ま
た
。
新
山
田
叨

刄

ん

は
。

「
蒟
掃
が
い
參
呉

い

て
い
る

箏
U
い
町
夲
摎
っ
で
欲
し
舮

と
一
鯖

少
な
に
希
望
麥
述
べ
て

く
れ
黔
レ
に
。

又

ン
旨
尹

町
に
庄
ん
で
い

る
少
年
少
女
で
す
。
自
分
た
ち

の

泙
む

町
が
、
袁

い
か
ら
麦
化

し
て
い
く
こ

ご
に

、
大
齊

沛

岑
痔
っ
て
い
や

を
つ
で
し
た
。

北
千
住
C
I
と
常
磐
新
線

好
立
地
条
件
で
大
き
く
発
展

千住地区のまちづくり

「
北
千
庄
C
I

ご

翦

跼
か

兌
「
年
で
'
y
年

旨
涕
迎
4

調

鳶

ア
ン
ケ
ー

ト
お
犇

シ

ン

ポ
ジ
ウ
ム
な
こ

様
々
な
取
り
疵

み

侭
可

ア
舎

声
k

叭
「
北
千

住
」
を
足
立
区
に
お
け
る

話
垣

沿
線
の
甲
心
と
弓
馬

趾

姫

に
痂
げ
隘
娶

含
糯

の
あ
ひ
方

を
地
域
の
庄
民
の
方
々
と
考

え

。
そ
{
芳

向
枇
萼
粢

、っ
て

い
堂

无

輩

応

雉

靆

譽

籌
A

す
る
y
と

刄

委
り
に
優
れ
た

立
地
条
件
を
睇
え
丶
大
齊

祕

展
す
灸

昆
罪

が
嵒

某

す

。

レ

聊
し
、
現
状
で

矚

そ
の
有

利
な
特
質
夸
十
岔

矩

か

し
き

れ
て
い
る
こ
謚
屡
蒂

辱
刄

。

「
北
千
住
C
I

」
で
啄
こ
の

ぶ
7

な
観
烹

苔

、
窕
歹

、
北

千
住
垣

笞
量

兄

が
北
千
住

叫

の

夫

な

老

活

髦

改
め
て
潼
認
し
a

う
こ
と
を
田

発
点
に
し
て
い
ま

す
。

そ
し
刄

莎

ぷ

稾

咎

巻

く
環
境
の

蒭
化
を
つ
か
み

、
ど

の

ぷ
刄

男

向
に
渺

涙
辟
る

冫

呉

皈
幸
乙

い
の
か
を

考
え

て
い
く
も
の
で
す

。

今

年
の
北
千

住
c
l

活
動

は

、
附
磐
新
線
の
甼
(
に
あ
わ

せ
て
北
千
住
の
役
珊
泥

匝

の

力
に
譱
蓖
口

て
脱

巨

左

鴛
[
的
仁
し
て
い
ま
す
。

ま
た
・
北
千
住
は

、
商
業

。

サ
ー
ビ
ス
。
文
化

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
蒂

甲
朏

じ

た

「
最
初
の
都

心
、毆
峻
の
都
心
」

を
目
怛
し
て
り

ヂ

。

北
千
住
を
取
り

巻
く
課
題

現
在
、
北
千
倖
稾

贊

奐
冫

環
做

矢

耆
瓜

彩

っ
冨

そ

い
李
T

。
薔

忌
昴
祕
洳
都
市

尚

尚

葱

花

古

、
常
磐
線
、
東
武

伊
勢
崎
線
豪
甲
や
と
レ

妥

勍

圓
北
東
部
の
人
口
は
、
数
年
後

に
は
双
万
人
隘
髮
覃
I

と

予

猥

呉

輦
ヂ

。

人
口
の
増
加
に
こ
り
な
い
人

の
尻
れ
春
円

滑
に
し
、
百
郡
圏

北
東
部
の
各
都
市
と
の

蘯

零

図

り
に
は
、
ど
う
し
て
も
新
交

通
稠

の
整
僅
か
あ
要

に
な
っ
て

豪

勇
特
に
新
た
な
鉄
有
飃
は
、
大

震

霪
願

力
が
鬲
く
、
人
の
流

れ
膏

滾

ご

し
、
そ
こ
に
和
し

い
文
垈

蚕
む

可
能
件
苹
秘
め

て
い
ネ
フ
。

莎

工
睡
}
鄒
淞
ご
周
辺
都
市
y

湊
帚

串

心
誉

じ

て
の
役

割
を
駆
冫
必
賢
が
あ
り
求
す
。

常
磐
新
線
の
計
画
の
貝
体
化

夲
契
機
に
、
新
た
な
視
点
に
よ

る
新
し
い
時
代
に
対
応
k

諭

し
い
歩

弓

く
り
が
ぷ
薺
と
な

っ
て
き
て
い
ネ
歹
。

北
千
住
C
I
の

今
年
の
活
動

具
体
的
な
取
時
亀
み
ご
し
て

は
、
関
係
都
市
夂

碵

譽

莟

ら
に
瞿
に
し
て
丶
常
鴟
覈
綜
推

進
の
協
力
体
麈

贏
哭

て
い
ま

す
。吏

鴪

曇

蓖
躁
と
妻

弓

く
り
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
し

た
北
千
庄
C
l

シ
ン
ボ
ジ
り
厶

膏
J
月
7
日
に
閧
催
し
康
司

そ
の
中
で
、
急

附

の
取
り
亀

呑
気

元

で
紹
介
し
、
常
鯵

新
踞
が
構
假

呑

素

鋩

向
け

て
嗄
実
に
歩
み
び

レ
t
二
と
色

実
感
し
て
い
た
な
x

と

思
つ

て
い
ホ
歹
。

袤
秡

新
母
沿
楾
証

保

と

と
も
に
各
司
域
の

‘苞

づ
く
り

を
号
ぺ

か
つ
北
千
住
が
ご
つ

あ
芯

べ
き
か
を
採
っ
て
い
瘴
汞

す
。

※
北
千
住
C
I

と
は

c
I

と
い
う
の
は

ヨ

ー
ポ

レ
ー
ト
ーア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
」

套
r

愬

も
の
刄

会
拡
が
企

業
穗

心
の
祀
一
的
イ
メ
ー
ジ
を

広
く
社
簽
へ
向
か
っ
て
訴
え
か

け
よ
う
と
オ
包
経
営
戟
陷
の
こ

と
で
司

こ
の
考
え
方
を
卮
域

に
当
て
は
め
た
の
が
北
千
住
C
I

で

す
。
北
千
住
C
1

の
£
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

冦

感

奮
愿

味
し
、
L
は
、
ア
イ
ー乙
ン
テ
ィ

テ
ィ
「
自
己
同
一
性
ご
籌

踝

」
承

瓦

つ
ま
り
。
地
孥
や
都

市
か
ほ
分
自
身
夲
見

直
し
槓
極

的
に
凭

だ

対
し
て
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
こ
う
と
い
急

冫
沁

で

す

。

「
新
し
い
千
住

へ
の
期
待
」

地
元
中
学
生
に
聞
く

黒
川
慶
一
君
は

、
昭
和
5
2
年
5

月
1
9阯
牛
汞

り

池
誣
に
あ

羮
仏
立
中
学
―
笹

汞

ゑ
石

。

千
庄
一
丁
目
1
3番
に
伴
み

、
生

粋
の
千
庄
っ
子
で
多

角

家
族

は

、
両
气

徂
汾
、
妹
叉

。

黒
川
君
の
お
父
岑
訟

泯

さ

ん
は

、
八
潮
市
に
製
粟
エ
場
を

経
裳
し
て
お
吟
凧

懲

贏

が
閧

通
す
忝
ぶ
随

芒

工
揚
が
結
ば

れ
ま
す
。

黒
川
君
は

、ぷ
惣

親
に
言
っ

た
事
腓
胃

ま
せ
ん
か

、
父
の

後
ぷ
墸
ぐ
こ

と
に
な
る
か

と

思
い

ま

す
」
と
目
分

尚っ
喪
冫

箟

定
め
て
い
ま

す

。

衂

線
が
通
に
る
と
将
来
に

わ
た
っ
刄

会

襖

が
良
く
な
む

の
で
期
待
し
て
ぃ
ま
y

と
冨

っ
て
ぃ
ま
す

。

頼
も
し
い
尻

目
(
Q
・
)
ぷ

気

胝

じ
ヽ
れ

る
歌
登

汪

、

ク
ラ
ブ
活
動
の
野
球
に
夢
中
の

様
子

。

生
粋
の
千
住
っ
チ
″
じ

刄

彳
匯
の
萋
っ
は

、
下
町
の
悩

緒
が
茆
り

、
古
い
歴
笂

池

じ

兄

嵳

夕
。
こ
う
い
う
艮
い
と

こ
臺

茗

口

な
が

り
、
新
線
か

通
る
y
友

こ

監

だ

苣

い
活
性
化
し
て
い
く
と
艮
い
と

思
い
惠
J

と
證
っ
て
ぐ
れ
ま

」処

。

「憩い」のある整備構想

待たれる「駅」設置

青井地区のまちづくり

新
線
計
画

の
申
刄

青

井
地
区
に
も

駅
設
置
の

豺

画
が
ゐ
笛

す

。こ
心
饕
鼻

地
区
蜑

屁

繃
五
反
野
駅
y

羊
代
田
線

駱

影

脣

端
と
し
w
丶

昭

和
3
0
年
代
か
ら

「
都
市
の
基
鐙

路
男

か
凡

な
い
ま
呎

急

速
に

籌

花

が

蔘

が
、
持
に
築

食

簗

が

多
数

建
汾
さ
れ
ゆ
乙

だ

。
こ
れ
ら
の

詼

が

葺
勗

に
来
た
こ
と
に

よ
り

。
都
聚

甲

小

戸
そ

。
平
成
2
年
度
か

殳

共
用
地
雲

勁

利
用
を

図
り
都
市
施
設
(
公
園
・
通

路
等
)

鷽
葭
罕
刄

吃

生
み

出
す
か
を
研
界

芒

罌
C

だ

。既
に

、
住
宅
の
翅
曹
に
合

わ
せ
て

青
井

バ
ラ
公
園
の

ぶ

己
{

菠

し
て
い
夏

め

も
あ
2

乎

か

、
こ
の
地
区

令
豚
の
将
来
計

画
を

想
定

し

て

。
歩
っ
つ
く

皐

蔡

苳

必

要

が
あ
り

ま

す

。
レ
に

か
っ
て

、

新
線
の
零
后

の
周

辺

整
備

も

、
こ
髟

の

公
共
用
地
の
利

田
流

冒

な
が

ら
察

岑

左

に
な
2

チ

。

「
新
線
に
ふ
く

ら
む
夢
」

青
井
中
の
生
徒
に
聞
く

将
来

、
常
盤

贏

な

茗

予
索
が
ゐ
る
青
井
地
区
の
中

幸
生
に

、
常
磐
新
徐
に
つ
い

て

寒
直
に
語
っ
て
参

り
い
ま

七
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は

青
井
中
学
校
の
2
年
生
で
、

牛
徒
会
の
活
動
に
打
ち
孱

ん

で
い
る
3
ヘ
で
『

。

牛
啀

会
長
の
価
瀬
正

史
君

は
常
磐
新
線
に
つ
い
て
は

「
騒
琶
や
胝

―

気
に
な

り

が
、
交
通
の
筑
印
艮
く
な
Q
y
y

ほ

の
ひ
が
た
い
」
と
周

泅
環
境
へ
の
影
響
豪
心
配
し

な
が
ら
も
。
利
便
性
へ
の
期

待
奩
廻
っ
て
い
市
管

。

副
会
畏
の
松

江
哲
君
は

デ

パ
ー
ト
硲

鳬

皀
ち
、

色
々
な
耐
か

旨

笂
か

茜
展

し
、
令

町

戴

揆

利
に
な

る
」
y
誥
り
、
常
磐
新
線
に

よ
り
町
命
琢

が
と
り
ぶ
つ
に

窿

荅
T

侭

戞

芒

み
に

し
て
い
る
よ
Iつ
で
し
爬

書
記
の
出
頭
栄
庠
子
声
ん

は
「
今
ま
で
胚

孵

駅
・
綾

瀬
駅
を
利
用
し
て
い
た
の

が
、
徒
歩
で
い
け

誕
屏

に

な
る
の
で

大
い
に
便
利
で

す
」
と
女
Q
A

じ
く
牛
活

に
密
着
し
た
S

蓼

護

っ
て

く
れ
ま
し
弓

叉

芦
紅
要

拏
こ
し
ア
ほ

「
道
か
混

雑
し
て

い
る
の

で

、
解
消
し
ア
ほ
し
い
」
と

常
磐
新
採
に
大
き
な
期
待
を

し
て
い
る
ぶ
つ
で
し
爬

2010年の足立区の将来像

ポ
テ
ト
通
信

第
3
回
公
益
信
託

「
あ
だ
ち
ま
ち
づ
く
り
ト
ラ
ス
ト
」

講
演
会

▼
テ
ー
マ

ぶ
君
づ
く
り
ト

ラ
ス
ト
を
探
烝

▼
講
演

「
日
本
掣
y
ビ
ッ
ク

ト
ラ
ス
上
蚕
噐
」
講
師
熊
沢

軣
(
都
市
計
回
設
計
研
究
町

専

盲
兇

具
)「
澎

弓

く
り
ト

ラ
ス
ト
運
動
に
つ
い
て
」
講
師

酉
川
直
子
(
擂

フ

ャ
ー
ナ
ル

編
集
長
)

▼
ト
ー
ク

「
あ
だ
ち
ぶ
ち

う

く
り
ト
ラ
ス
ト

に
つ
い

て
」
聞
膏
羊
島
昌

蔀

郎
(

贊

矢

学
助
教
授
)
驟
ひ

乖
熊
沢
雄
一
・
西
川
鳫

十

▼
日
時
2

月
a
日
ハ
龠

午
喙
沚
7
5

時

▼
場
所

北
千
住
タ
ーミ

ナ
ル
ビ
ル
冫
F
(

ル
ミ
ネ

サ
ロ
ン
)

▼
参
加
無
料

公
社
ニ
ュ
ー
ス

「
ま
ち
か
ど
物
語
」広
告
募
集

▼
髑
口
部
数

鷁

刀
部
(
一
般

呉
眠

に
折
り
叺
斎

芦

配
布
)

▼
鱆

町
日
6

月
£

賤
n

月
1

日
、
平
成
5

年
7
月
1

日
の
1

▼
広
告
料
金
1

回
契
約
1
回

あ
た
9

万
円

、
年
間
契
約
1

叨

の
た
り

万
&

千
円
(
湾
費

税
別
)

▼
広
き
ス
ペ
ー
ス
タ
テ
6

c
m
×
ヨ
コ
8
・
5
c
m
(
細
載
位

置
2

・
―
面
下
段
)

▼
問
合
せ
先

哲

笠

区
ま
ち

づ
く
り
公
社

き
(
g
4
)

「2
3
0万
新
生
活
圏
の
可
能
性
を
探
る
」

北
千
住
C
I
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

昭
和
6
3年
に
策
定
し
た

『
北

千
住
C
I

構
醪
こ

氣

と
に

、

現
咽

采
〃
ト
多

肇

畧
う
ぐ
り

が
巡
り
ジ
れ
て
い
忝

刧
〃
轟

告

し
豕
す
。
ま
尺

常
箟

谿

の

基
本
計
回
策
定
黔
樶
に

、
常
磐

新
嵋
と
茹
t

住
9

も

づ
く
り

の
ゐ
り
刀
に
つ
い
ア
語
り
合
い

ま
す
。

日
時
a

月
7
日
(

土
)

シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・・
牛

彎

蒔

き

時

パ
ネ
ル
展
示
(
常
笈

贏

沿
線
回

忌

体
の

蚕
弓

く
り

の
畍
向
)
・
・
牛

後
卜
蒔
ど

蒔

会
場

足
立
区
産
業
振
興
館

(無
料
)

某
茉
誨
飃

ス
ラ
イ
ド
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
構
繻

問
合

せ
先

本

庁
舎
(
千

住
)
・
都
市

計
画
課
計
画
跼

穃
雨
二
係

北千住CI

シンポジウム

東
京
都
・
特
別
区
駐
車
場
整
備

基
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
発
足

こ
の
制
麌
ほ
、
民
間
で
の
駐

車
掾

認

蚕

凭
進
し
、
道
路
交

通
の
円
牘
化
ぷ

吊

機
能
夕

び
都
市
環
境
の
向
上
温

茗

こ

作

き

も
の
で
す

。
東
京
2
3ぼ
内
に
お

い
刄

駐
車
場
を
-
堵
芋
る
万

に
対
し
て

そ
の
淙
孜
の
に
め

に
あ
雫
な
資
令
苳
融

資
あ
っ
せ

ん
お
或

翁

子
補
給
す
る
制
度
y
J

。

融
資
あ
っ
せ
ん

川

対
象
者

東
京
2
3ほ
内
で
顧
盥

覃

埀

偉
し

、
継
″
U
て
亊
蔘
簽

む

方
で

あ
り

、
蓚
胥

乖

某
計
画

及
W

膊

能
力
を
有
す
る
個
人
1

よ

・

叨

対
象
駐
車
場

原
則
と
し
刄

駐
車
ス
ペ
ー

ス
が
霧
㎡
ぶ
弌

ま
隘

劬
笞

以
上
の
焜

譽

嘉
子

灸

螯

殤

叉

一
般
公
共
の
用
に
供
す
り

お

子

。
(月
箟

輦

巒

茖

む
。
)

倒

貸
付
駒

率

年
4
・
O
%

剛

辨
忖
期
間

1
5年
以
内
(
・据
置
期
間
1

年

套
6
)

収

貸
付
対
象
費
用

標
準
工

事
費
(
用
地
取
得
費
を
琢
ぐ
)

叩

貸
付
限

度
額

L
台
に
っ

声
劭

友
円
以
内
。

応

じ

。
廼
路
等
の
地
下
夲
莉

用
営

迴

葷

竭
に
あ
っ
て
は
、

人

に

っ
亭

主
右

帥
以

内

爪

担
保
専

融
穹

亮

け
る
万
は
■
m

機
関
の
釆
や

爲

葆
等
を
焉
寂

す
る
y
左

に
河

〃
求
す
。

利
子
補
給

出

対
叙
駐
車
場

融
資
あ
っ
せ
ん
奮

冗
け
た
旺

車
場
の
7

乃
、
駐
単
場
整
備
地

区
内
谿
ぶ
四
そ
れ
に
建
ず
る

芯

区
内
の
駐
車
場
で

遞
万
の
3
以

ふ

時
間
貸
し
の
駐
車
場

ぶ

補
輦

年
1
・
O
%

た
だ
し
、
道

路
等
の
地
下
を
利
吊
す
る
郡
市

計
騨

輦

綴
に
あ
っ
て
は
、
年
2

・
0
%

③

補
給
期
間

5
年

㈲

補
給
の
対
象

融
胥
の
あ
う
せ
ん
の
熊

邸
内

申
込
必
要
書
類

(
融
賢
あ
つ
裝
ん
)

巾
駐
単
場
靨
霤
汞
砥

畧
あ

っ
せ
ん
申
込
書

必
罌

賢

金

計
画
番

即
豬
歌
工
事
見
積
碍

剛
壻
慇

袤

隧
裸
替
に
あ
っ

て
は
、
既
蓖

罌
砺

の
写
真
・

配
卮
図
至

び
平
面
図

遲

殿
図
面
(
平
面
図
苓

癶

苙
面

図
)㈲

そ
の
他
必
腎

蕕

類

(
利
子
補
給
)

3
の
田
か
魚
習

恐

の
黶
類

点

心
駐
車
奨

貰

曼

菊

子
補

給
交
付
申
請
書

取
扱
い
金
融
機
関

区
内
の
郡
市
銀
行
・
長
期
信

用
銀
行
・
信
託
銀
行

申
込
・
問
い
合
わ
甘
受

本
庁

舎
(
千
住
)
・
駐
車
場
対
策

登

(
a
χ
～
2
)

―
―
I
L
㈹
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催
し
も
の

あだち' 92

女性ふぉ～ら む

企業　地域社会
とのかかわり

～今、企業市民と は～

气

女
性
の
感
誌
簾
が
し

た
茎
振
齠
や
搜
膂
齠
に
企

業
が
様
々
な
形
で
支
援
し
て
い

ま
ず
。
女
性
の
活
勵
冴
戸
お
し

て
、こ
れ
か
ら
の
企
果
と
区
民

と
の
関
係
に
つ
い
て
。考
凡
、

語
見
-
い
声
じ
ょ
う
。

日
時
3

月
7
日
(土
)
、
午
後

1
時
s
7
四
勁
芬

場
所

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容

表
l
の
こ
お
り

官
員

聊
人
(
先
煮
岨
)

費
用

無
料
(
第
2
部
に
参
加

宮
廓
ほ
千
円
)

申
込
方
法

電
話
予
約
、
ま
た

は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
添
紂
じ

て
あ
る
(
ガ
キ
で
申
し
込
ん

で
ぐ
だ
さ
い
(
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
各
禀

に
あ
Q
墨
色

申
込
期
限
2

月
2
9日

申
込
・
問
合
せ
先

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

　
(
3
8
8
0
)
　
5
2
2
2

求
肥
は
N
T
T
　

足
立
支
盾
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ

上
プム

　
(
0
1
2
0
)
　
1
8
1
0
7
0
(

フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
)

表1　女性ふぉ～らむ プログラム

あ
だ
ち

リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

水
上
バ
ス
に
乗
っ
て

、
暖
か

い
春
の
日
差
し
を
浴
び
な
が

ら
、
隅
田
川
や
荒
川
で
あ
な
た

だ
け
の
春
を

、
見
つ
け
ア
み

ま

叶
ん
か

。

日
時
3

品

甘
(

金
)
、
午
前
1
0

時
～
午
後
λ
唱

芬
(

予

定
)

コ
ー
ス

千
住
曙
町
船
着
場

山
石
淵
水
門
～
千

住
新
橋
s

恚
羅

～
千
住
(

解
散
)

対
象

観
光
協
会
会
員
布
よ
び

区
内
在
住
の
万

窰
員
8
0

人
(

応
募
者
多
数
の

場
合
は
瑠
選
)

畚
加
費

観
光
協
会
会
員
…
千

円

会
員
外
…
千
5
0
0円

※
当
刪
、
現
地
支
払
い
(
昼
食

付
)
。

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
希

望
筌
員
の
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
、会
員
・

会
員
外
の
別
夸
必
ず
朗
記
の

う
兄
、
「リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
希
望
に
と
お
書
弯
戸
、だ
さ

い
。(
(
ガ
キ
L
秡
に
つ
き
　

人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま

す
。孟
1
人
と
し
て
数

え
康
司

返
信
(
ガ
キ
の
表

に
も
、
代
表
者
の
住
所
・
氏

名
今
孚
記
入
の
こ
と
)

※
重
複
申
し
込
み
は
、
無
効
で

す
。

申
込
期
限
2

月
召
翁
印
有

効
抽
準
万
法
2

月
2
5
E、
午
前
1
0

時
か
ら
中
央
本
町
庁
全励

会
議
室
で
公
開
抽
選
し
ま

す
。
結
果
隘
豪
用
(

ガ
キ

ー

茹
し

ヂ
。

申
込
・
問
合
せ
先
中
央
本
町

庁
舎
・
商
工
振
興
課
内
観
光

協
会
リ
バ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

担
当
〒
ほ
中
央
本
町
I
　
～

1
7
～
I

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

商
業
経
営

近
代
化
講
座

区
で
は
、東
京
商
工
会
議
所

足
立
支
部
と
の
共
催
で
、
に
ぎ

わ
い
と
魅
力
あ
る
商
店
街
の
ま

ち
づ
く
9
氛
き
凵
だ

商
業

経
男
心
代
化
講
座
泥
擢
し
ま

す
。

日
時
2

月
2
7貝
木
)
、
午
後

丁
煦
雰

場
所

梅
田
セ
ン
タ
ー
研
修
蚕

内
容

「
蓼
恟
跏
業
経
営
に

学
ぶ
」

講
師

奥
住
正
滲
戉
(
奥
住
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ド
研
究
所
所

長
)

官
員
5
0
人
(
先
着
順
)

費
用

無
料

由
次
万
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
櫺
毘
襄
係

(
3
8
8
0
)
5
1
9
1

仲
間
づ
く
り
と

自
己
啓
発

～
グ
ル
ー
プ
活
動

実
践
講
座

タ
ル
ー
Z

莇
至
「
ま
で

よ
口
も
っ
と
薬
し
く
充
実
レ
た

も
の
に
し
た
い
!
」
と
か
「
仲

間
で
何
か
を
始
め
て
み
た

い
!
」
と
思
っ
て
い
る
方
、
一

緒
に
グ
ル
ー
プ
活
動
に
つ
い
て

考
苓
ぷ
ま
せ
ん
か
?

日
時
・
垠
所
・
内
容

表
2

の

と
お
り

対
象

区
内
在
住
、
在
勤
で
グ

ル
ー
ご

借
魴
に
参
加
し
て
い

る
万
、
ま
政

鵑

心
の
あ
る

方
官
員
4
0

人
(

応
募
者
多
数
の

場
合
は
眉
選
)

S
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名

、
年
齢
、
電
話
番

号
、
グ
ル
ー
プ
活
動
奮
汀
っ

て
い
蜃

刀
四
揚

属
す
る
グ
ル

ー
プ
名
豈
明
記

申
込
期
限
2
月
2
0
日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
(
千
　

住
)
・
文
化
振
興
係
〒
1
2
0
　

千
住
1
～
4
～
1
8

表2
仲間づくり と自己啓発

―グループ活動実践講座―

※ 時間は、午後6時45分～8時45分
ただし、2月27日のみ午後6時30分から

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

養
成
講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
資
質
、

指
導
力
り
同
卜
と
、
指
導
体
制

嚢
唯
立
寸
気
だ
め
「
足
立
区
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
制
度
」
が
1

月
に
蔔
だ
し
ま
」
だ
。こ
の

指
導
員
を
餐
成
す
る
た
め
の

「
共
通
科
目

」の
講
習
会
で

罵

日
時
・
撮
7

内
容

表
3
の

と
お
り

対
象

蝎
2
0
歳
以
上
の
万
で

、

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
し
て
ぃ

る
方
、
お
よ
び
指
導
者
を
目

指
し
て
い
る
万

窖
貝
1
0
0
人

費
用

無
料
(

教
材
費
は
自
己

負
担
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講
習
会

(共
通
科
目
)
希
望
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
。
件
剔

、
電
話

番
号
忝
明
記

申
込
期
限
2

月
2
8
E
必
着

※
こ
の
共
通
科
目
と
別
途
開
催

さ
れ
る
専
門
科
目
の
試
験
に
合

格
し
た
方
を

、「
足
立
区
ス
ポ
ー

ツ
指
導
員
一
と
し
て
僉
姦

」
ま

す

。
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
体
育
振
興
係

〒
1
2
0
　

千
住
1
4

～
1
8

表3 スポーツ指導員養成講習会 日程

あ
だ
ち
国
際

交
流
イ
ベ
ン
ト

あ
じ
あ
の
一
員
と
し
て

〃見
て
〃
面
い
て
〃
〃ふ
れ
刄

ど
も
に
考
荅
夕

国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
罵

様
々
な
催
し

が
あ
9

甼

。

ぜ
ひ
、
ご
參
加
ぐ
だ
さ
い

。

日
時

▽
2
月
2
2日
、
午
後
3
　

時
F
9

時

▽
2
丹
2
3日

、

午
前
1
0
時
～
午
後
9
時

内
容

▽
2
2日

、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
「
日
本
は
暮
し
や
す
い

か
」「
ア
ジ
ア
の
資
源
と
リ
サ

イ
ク
タ

「
国
際
協
力
・
援
助

と
ほ

」

品
冐
。踊
り
、ア
ジ
ア
映
画
、

ア
ジ
ア
の
飛
?
、手
工
芸
体

験
、
ア
ジ
ア
の
料
理
、
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
、
バ
ザ
ー
な
ど

垠
戍
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

映
像
で
見
る
世
界

「
ベ
ン
ガ
ル
の
大
地
に
」

バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
の
農

村
で
、
察
f
学
級
や
牟
活
啓
壱

の
た
め
に
自
立
援
助
を
し
て

い
る
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
吊
民

に
よ
る
海
外
協
刀
の
会
)
の
活

動
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ
Q

人
々
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時
2

月
2
6日
(
水
)
、
午
後

7
時
ト
ー
時

内
容

ビ
デ
オ
放
映
「
ペ
ン
ガ

ル
の
大
地
に
う
た
を
は
ぐ

く
む
」
ほ
か

費
用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場

へ
場
所
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー(

3
8
9
0
)
0
0
6
1

健康・体力づくりを

すすめる区民の集い

～年齢に応じた運動

・スポーツのあり方～

「
健
康
・
体
力
づ
く
り
」
に

つ
い
て

、医
師
を
は
じ
め
と
す

る
専
門
家
と
語
り
合
つ
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
3
月
7
日
子
)
、午
後
　

l
時
～
4
時
3
0
分

場
所

竹
の
罹
セ
ン
タ
ー
4

掣
(

ホ
ー
ル
(
入
場
無
料
)

対
象

中
学
生
以
上
の
方

内
容

基
調
講
演
・
こ
講
師

荒

川
市
郎
氏
(
区
体
育
指
導
委

員
会
会
長
)
、団
体
発
表
:
小

中
学
校
栄
養
十
疂

、
コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
文
化
ス
ポ
ー
ツ
公

杠
、
足
立
区
医
師
会

窖
貝

搴
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話
予
約
ま
た

は
直
接
会
場
へ

申
込
・
問
合
せ
先

本
斤
舎

♀

住
)
・
体
育
振
興
係

人権研修会

人 間ら し く
生きるために

講演と映画のつどい

そ
び
え
る
高
層
ビ
ル
、繁
華

街
の
雑
踏
、こ
の
大
都
市
衷
只

が
か
か
え
る
様
々
な
人
権
問

題
に
つ
い
て

、皆
さ
ん
と
一
緒

に
考
え
ま
す

。

日
時
2
月
2
8
貝
金
)
。午
後
　

1
時
～
4
時
3
0
分

媼
蹐

梅
田
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
方

内
容

▽
映
画
「
翔
べ
明
日

へ
」

▽
講
演
「
人
間
ら
し

く
生
き
る
た
め
に
」
卜
私
た

ち
の
く
ら
し
と
人
権
を
考

え
る
匚

講
師

今
野
敏
彦
氏
(
三
重
大

学
教
授
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
・
生
涯
教
育
推
進
課
杠

会
教
育
　主
査

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会
(
初
級
)

日
時
4

月
1
0
m
-
7丹
1
7
B
　

の
毎
週
金
曜
日
、
午
後
L
時

部
分
A

時
部
が
(全
1
5回
)

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
初

め
て
朗
読
を
学
ぶ
方
で
講

習
会
終
了
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
を
希
望
す

る
方

窰
員
2
4
人
(
先
鐙
唄
)

費
用

無
料
(
教
材
費
等
は
実

費
負
担
)

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
　

郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、年
齢
、性
別
、

職
業
、朗
読
希
望
と
明
記
寇
　

信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所
・
氏
　

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

捗
?
申
込
・
問
合
せ
先
西
綾
　

瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー

〒
川一西
綾
瀬
4
A

ふ
(
3
8
8
0
)
8
3
5
6

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

日
時
4

月
2
2日
～
7
丹
1
5
E

の
毎
週
水
曜
日
、
午
前
1
0陬

～
正
午
(
全
1
2回
)

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

で

講
習
会
終
了
後
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
希

望
す
る
方

窰
員
2
4

人
(
先
着
順
)

一
用

無
料
(
教
材
費
等
は
実

費
負
担
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
、

職
業

、点
訳
希
望
£

明
記
(
返

信
用
(

ガ
キ
に
も
住
所
、
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

西
綾

瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー

〒
3
西
綾
瀬
4
F
5

　
(
3
8
8
0
)
8
3
5″り

春
花
展
示
会

区
内
の
花
き
農
家
が
丹
精

こ
め
て
栽
培
し
た
春
の
花
を

展
示
し
ま
す
。主
に
区
の
シ
ン

ボ
ル
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
中

心
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
観
賞
く
だ

さ
い
。

日
時
2

月
2
6日
、
午
後
L
時

―
l
O時
、
2
7・
2
8
E、
午
前

9
時
～
午
後
l
o
:
時

場
所

中
央
本
町
庁
舎
1
階

ロ
ビ
ー

※
2
月
2
6日
、午
後
L
時
か
ら

先
着
で
1
0
0人の
方
に
切
花
を

配
布
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

愿
諏(

3
8
8
0
)
5
1
1
Q
)

教

育

就
学
相
談
の

お
知
ら
せ

教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、今
年
4

月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
で
、心
身
に
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん

に
つ
い
て
の
就
学
相
談
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。教
育
の
場
を

ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
に

つ
い
て
、専
門
の
相
談
員
が
相

談
に
あ
た
り
ま
す
。お
早
目
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
付
日
時
毎
週
月
卜
金
曜

日
、
午
前
9
時
～
午
後
i
時

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

教
育

セ
ン
タ
ー
就
学
相
談
担
当
　

　
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1
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健

康

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座

す
こ
や
か
な

赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

も
う
す
ぐ
、
お
母
さ
ん
に
な

る
あ
な
た
!

妊
娠

、
出
産
蒼

安
心
し
て
屬

に孑
た

め
の
講
座

で
す
。

日
時
・
内
容

▽
1
日

日
…
2

月
2
4
日
、「
楽
し
い
妊
娠
体
操

と
呼
吸
法
」

講
師
…
番
内

和
枝
氏
(
助
産
婦
)

▽
2
日
目
…
き
月
4

日
、「
元

気
な
子
を

産
む
マ
マ
の
食

事
」

講
師
…
渡
辺
育
代
氏

(
管
理
栄
養
士
)
、い
ず
れ

も

午
後
L
覗
芬
A

蒔
叩
分

対
象

妊
娠
中
の
方

定
員

叩
人
(
包
晝
頌
)

申
込
方
法

電
話
予
約

禰
7

申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
健
所
・
保
健
予
防
課

　
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

便
秘

ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

快
眠
、
快
食
、
快
愕
は
健
康

の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
歹
。

膏
云
ん
と
お
通
じ
が
あ
る
間

は
気
に
な
ら
な
い
俚
も
。
お
な

か
の
中
に
侃
'
ま
っ
て
い
る
と

思
い
が
け
な
い
悪
さ
を
し
ま

す
。あ

な
た
の
お
な
か
を
ス
ッ
キ

リ
、霤
p
や
か
に
す
る
方
法
煢

お
話
レ
ーま
す
。

日
時
2
以
甘
(
木
)
、
午
後
　

1
時～
4
時

講
師

医
師
、
栄
養
士
、
保
健

婦
費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

東

和
保
健
相
談
所

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

講
演
会

ス
ト
レ
ス
と

〝
う
つ
〟

ス
ト
レ
ス
は
万
訶
り
9
と
。

夢
-
込
み
や
す
い
、
ヤ
ル
気
が

出
な
い
、
そ
ん
な
万
や
'豪
族

へ
の
専
門
医
か
ら
の
お
話
で

す
。

日
時
2
月
召
只
木
)
、
午
後
　

<
M
時
A
時
3
0
芬

対
象

区
内
在
住
の
万

講
師

中
田
輝
夫
氏
(
昭
和
大

諾
拿
部
助
教
授
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

足

立
保
票

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

税

金

確定申告は
3月16日まで

税務署 からのお知らせ

□
譲
渡
所
得
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
3
年
中
に
土
地
(
借
地

槓
鷺
苔
)
、
浬
郭
?
の
不
動

産
や
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
な

こ
の

箟

零

売
っ
た
場
合
の
譲
渡
所

得
に
つ
い
'
にほ

、
所
得
税
の
確

定
申
告
が
鼎

苓
子

。

□
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
と
き

の
税
金

マ
イ
ホ
ー
ム
(
自
分
の
居
住

用
の
建
物
や
そ
の
敷
地
ご
筅

つ
た
と
き
の
譲
渡
所
得
に
つ
い

て
は
、
3

千
万
円
の
特
別
診
除
-

所
得
税
の
確
定
里

彩

雲

な
に

あ
た
っ
て
は
、
次
Q
R

咬

注

意
く
だ
さ
い
。

▽
特
例
9

用

盈

苻

る
た
め

に
は

、
2
月
1
6日
か
ら
1

月

1
6
Eま
で
{
屏

得
税
の
確
定

里

勗

間
中
に
、庄
靨

叉
除

票
}
な
ど
の
必
要
書
類
奮
添

付
し
て

、
特
例
の
濤
丗
蔓

け
る
旨
の
甲
告
夸
夏
ご
と

が
必
要
で
歹
。な
お
、
特
例

の
湎
墮
寡
ひ
た
結
果
、
税

金
の
か
か
ら
な
い
場
合
で

も
、
申
告
が
必
要
で
罵

▽
「
買
懋
兄
の
特
例
」
は
、
ご

く
限
哀

だ
場
合
に
し
か
適

用
で
空
ぶせ
ん
の
で
、
詳
し

く
ぉ
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

了
忌
、
特
例
の
讚
霏
受
け

る
鎰
ほ

、「
住
宅
取
得
等
特

別
控
除
」
の
適
用
は
あ
n
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

□
贈
与
税
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
3
年
度
中
に
「
個
人
ご

か
ら
土
地
等
の
不
動
産
や
現

金
。
株
式
、
箆
男
?
6
0
万
円

奩
叩
殳
胼
産
の
啓
了
写
け

た
方
は
、
贈
与
税
の
田
告
が
必

蕈

手

。

※

「
配
偶
者
枠
薩
の
特
例
」
や

「
住
宅
取
得
資
金
の
贈
与
」
の

特
例
は

、
税
金
の
か
か
ら
な
い

場
合
で
も
、里

励

必
要
で

罵

寮
平
成
3
年
分
の
贈
与
税
の
甲

雪

納

税
は
、
平
成
4
年
2
月
1

日
か
昏
&

銛
日
ま
で
の
期

弱

手

。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2

』

西
新
井
税
務
署

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

お急ぎく ださい

原付自 転車の

廃車・名義変更

次
の
ぷ
フ
な
原
動
機
付
自
転

市
か
お
持
ち
の
万
ほ
、
廃
車
届

求
仭

茗

義
穿
葷
瘤
を
し
て
ぐ

だ
さ
い

▽
こ
わ
れ
ヴに粂
れ
な
い
も
の

▽
盗
ま
れ
て
、
今
ま
で
見
つ

か
っ
て
い
な
い
も
の

▽
届
け
出
を
し
な
い
で

、
売

っ
た
り
、
譲
っ
た
り
し
た
も

の
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

Σ

褒
嫐

苻

証
明
書

(
盗
難
・
紛
失
の
場
合
は
、
担

当
に
お
問
い
合
わ
臂
ぐ
だ
さ

い
)

マ
印
か
ん

※
3
月
3
1
日
ま
で
に
廃
車
・
名

忝
莢
届
を
し
な
い
と
、平
成

4
年
度
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
求
瓦
他
人
に
譲
っ
た
方
、

廃
車
届
を
代
璢
人
に
依
稗
し
た

方
は
、必
歹
廃
車
申
告
受
付
書

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
中
央
本
町
堕
?
　

軽
自
助
早
税
係

(
3
8
8
0
)
5
0
8
8

年

金

ね
ん
き
ん

出
張
相
談

毎
月
皆
さ
ん
の
布
4
ぐ
で
出

張
相
談
を
行
つ
て
い
ま
ず
。

年
金
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

保
険
料
の
支
払
い
方
法
な
ど
。

様
々
な
相
談
に
こ
な
杢
ヂ

。

ご
つ
ぞ
、
お
貰
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

表
4
の
″お
り

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

福

祉

今
月
は
福
祉
手
当

(
国
制
度
)
の

定
例
払
月
で
す

特
別
障
害
者
手
当

、
障
害
児

裼
℡
手
当
、
福
祉
手
当
(

経
過

措
置
分
)
受
給
者
の
万
は

、
今

月
が
定
例
払
丹
で
す

。1
0貶

」

レ
{一

け
出
岑
さ
れ
た
預
金
口
座

に
手
当
を
振
ひ
込
み
ま
し
た
。

各
金
融
機
関
で
支
払
い
夲
受

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
支
鱆
分
逧
成
3

年
H
月
～
平
成
4
年
―
月
分

孚

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

障
害
福
祉
係

ご
存
じ
で
す
か

老
人
福
祉
手
当

6
5才
以
卜
で

、
冫
刀
月
以
上

猥
た
き
ひ
の
万
、
ま
応
は
老
年

性
痴
呆
に
よ
叮
罍
時
介
助
夲
必

要
と
す
る
方
に
受
給
し
ま
す

(在
宅
お
よ
び
入

院
中
も
含

む
)

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
本
人
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
岑
啄
く
)

▽
印

か
ん

▽
入
院
証
盟
早

死

は
診
断
書
(
入
院
の
場
合
)
　

現
在
、
手
当
受
給
中
の
万
で

次
の

毋

な

場
合
に
は
蹙

連

絡
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

マ
施
設
入
所
、
死
亡
、
転
出

等
で
受
給
資
格
か
な
ぐ
な
っ

た
と
き

▽
寝
た
き
り
の
状

剪

箇

飄
し
た
と
き

万
口

座
番
号
、
住
所
な
ど
届
け
出

事
項
に
穹
葷
が
あ
っ
た
と
き

▽
重
度
心
身
障
害
者
手
当

奮
冥
け
る
ぶ
つ
に
な
っ
た
と

き
申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)
・
衆
人
福
祉
係

募

集

『
女
性
の
つ
ど
い
』

記
念
論
文
募
集

婦
人
週
問
事
業
の
ひ
と
つ
と

し
て
「女
性
の
つ
ど
い
」豐
開

催
じ
ま
す
。こ
れ
を
記
念
し
て

論
艾
奩
量
じ
豕
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ

い

。

テ
ー
マ

女
性
の
参
政
権
や
女

性
の
社
会
参
加
に
つ
い
て

(「
女
性
と
竍
荅
参
加
气

女

性
と
政
治
」「
一
票
の
尊
さ
」

な
ど
)

応
募
資
格

区
内
在
住
、在
動
、

在
学
の
ヌ
性

応
募
要
領

▽
2
无
f

程
度
　

▽
別
紙
に
住
所

、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
霄
7

萌

記
し
、
同
封
の
う
凡
郵
送

応
募
期
限
3

月
1
5
日
必
着

實

一
、
二
、
三
席
各
一
点
程

度
(
賞
状
と
記
魯
E
)

、
応
募

者
全
員
に
娶

荅
E

発
表

本
人
に
唐
接
通
知

斑
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。

ま
た
、
そ
の
版
権
は
区
に
禺
し

ま
す

。

応
募
・
問
合
せ
先

女
性
総
合

セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

』

区
民
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

日
程
3
月
1
9
E
(
夜
)
～
2
2
　

貝

夜
)
、(
3
泊
4
日

、
車
中

L
泊
)

塲
所

長
野
愿

竇

高
原
熊
の

湯
ス
キ
ー
場

定
員
4
0

人
(
先
着
順
)

費
用
5

万
了
千
円
(

昼
食
、

リ
フ
ト
代
は
各
自
負
担
)

申
込
方
法

郵
便
徂
芦

屋

に

予
約
金
を
垢
込

ん
で
7
、だ
さ

い
。

掫
込
先

剱

蒭

寶
口
座

足

立
中
居
町
郵
便
吩

恵
只
2
　
1
1
7
4
1
6
2

足
立
区

ス
キ
ー
協
会

申
込
金
2

万
了
千
円

問
合
せ
先

足
立
区
ス
キ
ー
協

会
、
塑
り
僖
治

(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

教
員
免
許
状
を

お
持
ち
の
方
を

探
し
て
い
ま
す

勤
務
日
時
・
内
容

正
規
教
員

と
同
じ

勤
務
場
所

区
立
中
学
校

申
込
資
格

中
学
校
の
数
学
・

舊
詣
・
理
科
・
技
術
・
そ
の

他
の
教
員
免
許
状
を
お
持
ち

の
方
(
覗
黔
5
6
0
歳
ま
で
)

替
菊

月
約
1
7万
円
以
上
、

別
途
交
通
費
支
給

申
込
万
法

電
話

※
住
所
、
氏
名
等
盍
贔
し
。

欠
員
が
あ
り
し
だ
い
連
絡
し
ま

す
。
登
録
は
、
随
時
鷽
口
付
け

な
手

。

な
お
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で

忝
な
い
方
で
も
相
談
に
応
じ
ま

す
。
連
揖
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・
指
導
室
事
務
係

みんなの健康
足 立 保 健 所　 　3855- 4151
千 住 保 健 所　 　13- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3

齒- 4004

罘 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171　
央 本 保 健 相 談 所 　3880- 5351

本庁舎(
懼

・保鰹予煦 系 　3882- 1111 ㈹

表4　 ねんきん出張相談 日程

1
弖

謬

号

の
広
報
で
お
知

ら
せ
レ
秡

全
国
一
輪
車
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
は
、
区
内
か
ら
次

の
方
々
も
参
加
さ
れ
次
に
た

。

□
1
0
㎞
の
部
(
2
0
孑
ン
チ
)
　

秋
一
芟

屁

齏
々

千
二
小
)
、

桙
智
子
さ
ん
(
千
寿
小
)
、
蓮

沼
香
戦
煢
煢

千
二
小
)
、
蓮

沼
鴨

胥

ん
(

一
中
)

な
あ
、
世
界
新
記
録
は
参
考

記
録
で
レ
飛
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RECYCLE　PAPER
―森林資源を大切に―

ご
存
じ
で
す
か
?

梅
の
名
所

大
谷
田

公
園

ダ
ーペ
キ
ュ
ー
が
楽
し
り
心

公
園
と
し
て
、
皆
豕
兀
に
親
し

衷

い
蜃
谷
田
公
園
。

こ
こ
で
ほ

、
气

満
開
の
梅

の
花
が
訪
れ
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
康
司

約
1
5
0本
の

木

が
、
赤
や
日
、
黄

色
な
ど
の
花
を
咲

か
せ

、あ
た
り
に
、

ほ
の
か
な
梅
の
否

り
忝
漾
わ
せ
て
い

康
司

冬
至
梅
、
八
重
寒
紅
梅
な
ど
1
0

種
類
の
梅
の
木
が
譬
を
あ

り
。
休
日
に
は
、
大
勢
9

で

応
曷
つ
て
い
ま
す
。

次
之
、
幹
回
ひ
が
口
m
叭
あ

る
樹
齢
1
0
0
年
の
野
梅
の
花
勁
見

事
に
咲
い
て
い
ホ
罵

今
が
見
頃
で
す
。
ぜ
ひ
、
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

交
通

東
武
バ
ス

都
バ
ス
王

子
駅
よ
霄
駅
北
口
間
、東

和
五
丁
目
下
車
徒
歩
7
芬

大
谷
田
四
丁
目
4

きれいに咲いたね

郷土博物館
収蔵資料展「あだちの旧家―江戸時代から現代まで

つちかわれた「イエ」と「モノ」―」開催中

江
北
村
で
は
じ
め
て
灯
麌
と

も
し
た
電
球
、
大
正
時
代
の
お

手
製
の
鉱
石
ラ
ジ
オ
、
千
住
宿

の
む
か
し
を
し
の
ば
せ
る
絵
地

図
な
ど
、レ
ト
ロ
な
内
容
で
い

つ
ぱ
い
の
展
示
が
い
ま
博
物
館

で
開
催
中
で
す

。

慌

晋

夛
る
以
前
四

だ
立
の

睇
罕
を
う
か
が
う
y
」と
の
で
き

る
こ
の
展
示
、
ぜ
ひ
一
鷹

崑

学
く
だ
さ
い
。

会
期
3

月
1
5日
ま
で

匐
適

月
曜
ほ
休
館
)

開
館
時
間
午
前
9
時
～
午
後
　

5
時

入
館
料

大
人
2
0
0円
、
小
・
中

学
生
1
0
0円

交
通

皿
亀
有
駅
北
口
か
ら
東

武
バ
ス
〔六
ツ
木
団
地
・
木

曽
根
八
禦
素
行
〕
で
大

谷
田
五
丁
目
下
車
、
徒
歩
5
　

分
、
褒
ぽ
〔
博
物
館
経
由
、

六
ツ
木
都
住
行
〕
で
た
立
郷

土
博
物
館
前
下
車

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

昔
(
3
6
2
0
)
～
3

東渕江庭園から郷土博物館を望む

な
つ
か
し
い
鉱
石
ラ
ジ
オ

一
日
あ
そ
び

ま
く
る
デ
ー

鹿
浜
小
学
校

1
年
価
草
生
ま
で
の

1
9
一
ク
ラ
ス
、
聊
人
の
児
童
た
ち

が
、
2
4の
き
ょ
う
だ
い
グ
ル
ー

プ
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た

ち
で
考
兄
た

嵯

の
お
店

を
閧
い
て
い
ホ
罵

「
ほ
ら
、
懦
叭
作
っ
た
竹
と

ん
ぼ
が
こ
ん
な
に
飛
ん
だ
よ
」

づ

痙

訝

し
ア
透
ぽ
7

か
」

遍

に
熱
中
す
る
子
ど
も

た
ち
の
歓
声

が
、明
る
く
高

ら
か
に
響
き

わ
た
り
、
も
う

最
高
の
荳
り

上
ひ
。

こ
れ
は
、
1

月
2
5
日
、
鹿
浜

小
学
校
で
行

わ
れ
た
ご
日

あ
そ
び
ま
く

る
デ
ー

の
一

場
面
で
す
。

「子
ぐ
も
た
ち
の
t
(
好
忝
な

逅
夲
通
じ
て
、自
主
性

や
創
造
力
を
育
み
、同
時
に
最

近
少
な
ぐ
な
つ
冨
尼
学
年
を

越
え
た
交
流
を
深
め
る
た
め

に
、3
年
前
か
ら
吩
ま
っ
た
行

事
で
す
と
校
長
先
馬

当
日
は
、
先
生
方
や
P
T
A

の
方
々
も
隕
軻
だ
ほ
か
、
同

校
牽
卒
業
見
失
先
輩
、
鹿
浜

金
吾
さ
ん
(
9
1紕
、
鹿
浜
7
丁

目
)
の
6

ら
じ
作
夕

実
演

コ
ー
ナ
1
収
蔵
あ
り
、
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

わらじ作りに挑戦!

「初えんま」で
無病息災祈願

勝 専 寺

千
住
二
丁
目
の
勝
専
寺
(
朱

色
の
山
門
か
ら
赤
門
寺
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
)
で

、
1
月
1
5
、

1
6日

、
え
ん
ま
堂
が
開
き
、「
初

え
ん
ま

」
の
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た

。

子
供
の
こ
ろ

「
ウ
ソ
を
つ
く

と
兄
ん
ま
様
に
舌
泓
秡
か

れ
る

よ
」と
黥
兄
ら
れ

、恐
亞
魯

哭

た
こ
の
咒
ん
ま
様
。
お
參
り
ず

れ
ば
阯

旨

の
罪
を
忝
し
て
も

ら
羮

弓

刄
に
万
訶
、
特
に
ゼ

ン
ソ
ク
な
ど
の
ノ
ド
の
抓
気
に

よ
く
劭
ぐ
謚
一
夥

れ
て
い
朿
歹
。

同
寺
の
え
ん
率

全

は
、
寛

政
元
年
(
1
7
8
9

年
)
に
造

立
さ
れ

、
1
月
1
5
、
1
6日
と
7

月
の
1
5
、
1
6日
の
年
2

回
閧
か

れ
ま
す

。

「
今
ぽ
は
成
人
式
で

、
そ
の

帰
り
に
こ
れ
か
ら
の
無
祠
息
災

を
将
願
し
に
来
ま
に
た

。」と
睛

れ
着
姿
の
根
反
利
枝
弌
兀
(

中

央
本
町
二
丁
目
在
住
)
。

香
炉
に
立
ち
の
ぼ
る
皹
麥
休

に
あ
て
る
参
拝
者
で
、
終
日
に

が
矜
い
奮

訟
そ

い
ま
し
た
。晴れ着姿の新成人も

放
置
自
転
車
を

怪
獣
が
バ
ク
ッ
!

北
千
住
西
口
駅
前

駅
前
の
墟
蒭
な
放
置
自
転
車

の
追
放
を
訴
え
る
特
大
看
板

が
、
北
千
住
駅
西
囗
に
お
目
見

ぺ
こ
れ
は
放
置
自
転
車
を
尽
く

す

戸
浜
呼
び
か
け

ぷ

、
墓
示
城
北

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
か
ら
昨
年

末
区
に
贈
ら
れ
た
も

の
ア
チ
。

タ
テ
2
m
、
ヨ
コ
9
m

の
こ
の
看
板

は
、
怪
獣
が
自
転
車

を
パ
ク
パ
ク
食
べ
る

様
子
が
描
か
れ
、
ひ

と
霽
p
人
目
豪
引
く

デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は
、
た
い
へ
ん

迷
思
で
罵

皆
煢
だ
の
自
転
車

も
怪
獣
に
食
べ
ら
れ
な
い
ぷ
つ

に
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
愀

食べられる身の自転車だってかわいそう

「
伝
統
文
化
」っ
て
お
も
し
ろ
い
!

九
中
百
人
一
首
か
る
た
大
会

ズ
方
の
光
の
と
誕
暑
の

囗
に
I

こ
の
句
だ
羣
上
で

詠
豕
れ
る
と
、
か
る
た
を
渺
昌

音
と
歓
声
が
体
育
館
に
詈
蚤

す
。
第
九
中
学
校
恒
例
の
1
年

生
に
よ
る
か
る
た
大
会
、
今
年

は
1
月
1
0日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
―
組
か
ら
i
組
ま
で
の
1
9
8

人
が
久
1

組
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
ク
ラ
ス
成
績
、
個
人

成
績
奮
四
い
ま
し
た
。

こ
の
ふ証

、
家
庭
で
も
楽
し

む
機
会
が
少
な
ぐ
な
っ
た
百
人

一
首
を
、
牛
啀
に
日
本
の
伝
統

文
化
の
扁
と
し
て
駅
れ
て
も

翫
鴛
と
企
画
さ
れ
た
も
の
。

皋
休
み
中
に
練
習
し
た
人
、

小
学
校
時
代
に
習
っ
た
こ
と
の

あ
両
人
な
ご
もい
て
、
除
々
に

と
っ
た
枚
数
に
差
が
で
て
胃
歪

す
。お

手
つ
さ
や
熱
が
入
り
于
ぎ

て
隣
り
の
人
の
手
を
た
た
ぐ
人

な
ど
か
出
、
楽
し
い
雰
弱
気
の

な
か
終
了
。

個
人
ベ
ス
ト
1
0の
う
石
吊
人

ま
で

が
女
子
生

徒
。
第
よ
し

組
草
野
さ
ん
は

「
冬
休
み
中
に

、2

・
3

回
家
で

練

習
し
ま
し
た
」
と
6
8

枚
蹇
得
の
秘
け

つ
套

茆
し
て
く
れ

洫
し
た

。

来
年
の
お
正
月

に
は
、
百
人
一
首

し
て

み
ま
せ

ん

か

。

よーし、今度は私が取るワよーっ!

西伊興住区センター
千住河原町住区センター

4月1日オープン

住区センター( 児童館・老人館・

集会施設) は、地元の皆さんによっ

て運営される施設です。地域活動の

拠点としてご利用ください。

利用方法、運営などについては、

中央本町庁舎・コミ ュニティ推進課
3880- 5199へ。

千
住
河
原
町
老
人
館
(
完
成
予
定
図
)

千
住
河
原
町
児
童
館
(
完
成
予
定
図
)

西伊興住区 センタ ー( 完成予定図)

T. M. S　240, 000


